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ている 20）。市場経済の論理が純粋に貫徹する原理論レベルにおいては，「生産要素の自由移動の欠如」と
（2）の「空間集積の限界」を持ち出すのは不適切であり，前者は「市場制度の未整備」，後者は「市場制度































































































































































　まず，個別資本（消費財産業）の再生産（2 期目の生産）の基本 33）は，1 期目で生産された商品資本が販


























































































































る 42）。第 1 に，産業資本が販売業務を独立に営む場合よりも，自立化して専門的に扱う商業資本の方が
追加的資本量の面で小さくなる。第 2 には，産業資本が独立して直接販売を担当する場合よりも，W’－
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